
一 般 質 問 ＜ 個 人 ＞ 発 言 通 告 書

令和３年８月１８日

長久手市議会議長 殿

長久手市議会議員 冨田えいじ

会議規則第５９条第２項の規定により下記のとおり通告します。

受
付
個 人 質 問 第 号

令和 年 月 日 時 分

質 問 事 項 及 び 要 旨 備考

１

地域と学校連携のあり方について

⑴ ２０２０年より新学習指導要領では、よりよい学校教

育を通じてよりよい社会を創るという理念を学校と社会

が共有し社会と連携・協働しながら未来の創り手となる

ために必要な資質・能力を育む社会に開かれた教育課程

の実現を重視するとあるが、本市はどのような取り組み

をしているか。

⑵ 新型コロナウイルス感染症の影響により、学校の授業

で体育のプールや音楽の合唱などが中止となった。

ア 他に中止となった授業はあるか。

イ 中止となった授業の代替授業はどのように行ってい

るか。

ウ 中止となった授業を再開するにあたり、学校から人

的、物的支援の要望はあったか。

２

地域を支える市民活動団体、地域活動団体等のサポートに

ついて

⑴ 資金のサポートをしているか。

⑵ 人材（ボランティア）が不足している団体へのサポー

トができないか。

⑶ 申請などの書類作成のサポートをしているか。



３

本市の職員の働き方について

島根県隠岐郡海士町の大江町長は、行政と企業とが共にま

ちの産業を作るべく活動し海士町のスローガン「ないものは

ない」を掲げ、人口減少を食い止めるためさまざまな取り組

みをしている。

⑴ 長久手村、町の時代から、田んぼの管理をしている職

員も多いと聞いている。海士町には、今年度より半官半

Ｘ課を作った。これは、名前の通り半分行政で働き半分

は自分の「好き」や「得意」を地域に還元する働き方で

ある。

農業、観光、医療、福祉、教育、ＩＴ、芸術など業務時

間内であっても、地域のためになる事なら何をしても良

し！自分の管轄だけでなく、海士町の抱える課題や役場の

抱える課題、すべてに当事者意識をもって働ける役場を目

指した大江町長の取り組みである。

６５歳定年制を迎える上でも新たな職員の働き方を考

えてはどうか。

⑵ 海士町には早期退職制度がある。人生１００年と言わ

れる時代である。市役所の仕事に向いている方や役職の

ある方は良いが自分は向いていない、あまり役職に興味

がないなど、今後の自分の人生をどう向き合ったらいい

だろうと思っている方もいると思う。

本市はそのことについてどう考えているか。


